
 

 

 

 

 

 

 

 

豊田運輸区で発生した人間破壊の強制転勤について、次々と驚愕の事実が発生しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

５月２９日に「異動はなくなった」と聞いて安堵した Aさんは、心身状態を安定させ 6月３日に出勤した

ところ、まるで騙し討ちのように、会社は、乗務途中で降ろし、事前通知を渡しました。 

A さんは、6/15 の異動発令の意識付けは行われていません。このような「騙し討ち」で「意識付け」も

ない異常な人事運用で、Aさんの心身は異常をきたしてしまいました。 

 

 

 

6月１４日、病欠をとっている Aさんの携帯電話に、職場から 7回も電話があり

ました。Aさんは職場管理者から人格否定のパワハラを受けた恐怖から電話に出

ることができませんでした。そのような中、１４時に留守番電話に職場管理者から

「今から家にいきます」と入っており、それを聞いたＡさんはパニックに陥り、家を

飛び出してしまいました。 

その後、１６時過ぎの留守番電話では「（関係する）書面を郵送する」とメッセー

ジがあり、会社が家に来ることはないと落ち着きを取り戻し帰宅したところ、なん

と、会社と思われる 4 名が自宅を訪問していた動画がインターホンに記録されて

いました。その内２名はまるで盗撮をしているかのように胸ポケットに携帯電話を

入れて訪問していました。仮に盗撮していたとするなら大きな問題です。 

それから、Ａさんは「家の外で待ち構えていると思ってしまう」「家で休養も出来

なくなった」と症状がさらに悪化をしています。 
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6/15付で A さんを駅へ
異動の事前通知を発行 
 
Aさんには伝えず！ 

Ａさんへ連絡 
6/1 の異動はなくな
った。異動自体は無く
なったわけではない。 

Ａさんに駅に異動 
(6/1 発令)の話を
する。「無理なら自営
業やるしかない」 

乗務途中の A さんを区に
戻らせ、混乱するAさんに
対し「業務指示だ」と事務
スペース奥の部屋に入る
ように強要し、6/15 付の
事前通知を手交 

Ⅱ 就業が困難な駅への異
動慫慂で、心身異常が再燃
し、勤務が出来ない状態とな
り 6月２日まで会社を休む 

Ⅲ トラウマとなっている駅へ
の異動が無くなったことに安
堵し、心身状態を安定させ、６
月３日に乗務復帰を果たす 

Ⅰ  事故や事象
はこれまでゼロ。
車掌指導を目指
してやりがいをも
って勤務 

Ⅳ 心身状態の
異常が深刻とな
り、病欠へ 

組合員 A さんの心境の変化 

■八王子支社・豊田運輸区管理者の主な動き 
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